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平成２６年度「学校・地域パートナーシップ事業」取組の概要

市町村名 学校名等

大和高田市 大和高田市立陵西小学校

１ 基本コンセプト（取組のねらいや考え方など）

本校の子どものもつ様々な教育課題の解決にむけて、学校と保護者・地域が「め

ざす子ども像」を共通理解し、教育活動への参画と協働を実現するために熟議する

ことを通して子どもたちのために何ができるかを考えてきた。今年度は、既存の活

動をさらに充実させ子どもに自己肯定感が生まれるようにしていくこと、学校の教

育活動を広く発信し地域の人がこれまで以上に深く関われるようにすること、基礎

学力の確実な定着のために地域の力を学校に取り入れる方策を考えることなどに組

織力を活かして取組を進めようと考えた。「地域で子どもを育てる」という理念の

もと、積極的に活動を展開し、学校への参画意識を高めている。

２ 特徴的な取組の概要

今年度は、「一期一会倶楽部」の見守り活動や共に取り組む清掃活動など新たな

活動に加え、4・5・6年生のクラブ活動への支援体制ができた。これまでの取組の

継続と各コミュニティ部の活動がさらに充実してきた。

［おかにしピカピカ大作戦］（地域コミュニティ部）

子どもたちが、学校・地域を大切にする活動

を通して自己存在感を育てたいと考えた。９月

に、校庭の除草を５・６年生が一期一会倶楽部 〈校庭の除草作業〉

の協力を得て行った。３月には、６年生が地域

への感謝の気持ちを活動で示そうと昨年度に引き続き地域の公園や道路を掃除し

た。

これらの活動を通して、地域ボランティアとふれあい、自分の学校を大事にする

ことだけでなく、地域の一員であるという自覚を持つことができた。

［学習支援活動］（学力コミュニティ部）

学習への支援活動に加え、体験活動の補助や放課後学習等の支援を行っている。

本年度からは、クラブ活動（英語・腹話術・図工・折り紙・書道・ちぎり絵）の支

援にも地域ボランティアの協力を得ている。子どもたちは、「本物の技」に触れる

こ とにより、一層興味・関心をもって活動に取り組む姿が見られた。

［見守り・あいさつ活動］（生活力コミュニティ部）

これまで安全・安心の取組として「３Ｍ運動」（まもろう

みんなで 未来輝く子どもたち）に加え、一期一会倶楽部の

支援を受け校区巡視と１年生下校時引率が行われている。当

初は子どもたちからの挨拶は少なかったが、最近では挨拶だけ 〈１年生の下校引率〉

でなく学校であった話などをして子どもたちとコミュニケーションがとれるように

なってきたというお話を聞かせていただき、この事業の成果を感じる。


